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４ 論文の概要 
 本論文は、１７世紀イギリスにおいて展開された複式簿記に関する理論的検討や実務に即した
記帳事例等を当時の代表的著作物の詳細な検討を通してその特質を考究するものである。 
 わが国では明治期に、当時アメリカにおいて展開されていた複式簿記を紹介するというかたち
で複式記帳技術が展開されたのであるが、そのアメリカにおける複式簿記の展開はイギリスでの
それに基礎を置くものである。 
 そのイギリスでは、１６世紀頃から簿記に関する著作物が出版されたという背景から、１６世
紀簿記史の研究は多く行われ、その後の産業革命の経験から産業の変革を中心とした経済・社会
環境変化による簿記研究も多く行われている。ここに、イギリスにおける、いわゆる初期簿記理
論・実践と産業革命後の簿記理論・実践との間をつなぐ１７世紀簿記史の研究が希薄であるとい
う現実がある。 
 森田氏は、１６世紀から１８世紀簿記史をつなぐ展開としての１７世紀簿記史研究が、その後
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の１８世紀簿記史の意義解明に資すること、また、さらにはアメリカおよびわが国における簿記
の展開の基礎研究として有意義であるということに、その研究の必要性を認めるに至った。 
 各種著作物を通した研究に当たって同氏は、研究書としての著作物に対しては用語の定義やそ
こで示された記帳原則から演繹的に簿記体系を解明する姿勢を、そして解説書としての著作物に
対してはそこで示されている取引例およびその記帳方法（事例）から帰納的に根底にあるルール
を抽出することで、明示的には示されていない基礎構造を解明する姿勢を取っている。 
 本論文は大きく４部から構成され、その各部において時系列的にイギリスにおける１７世紀簿
記史の考究が行われている。以下、各章に沿って概要を記すこととする。 
「序章」では上述した問題意識のもと、複式簿記が展開された背景としての１７世紀イギリス
における経済・社会的環境の有り様が把握され、そのもとで、対象である著作物の内容に基づい
てこの時代のイギリスにおける簿記に関する位置づけとしての時代区分設定が論じられている。 
「第１章 ダフォルネにおける複式簿記の基礎」では、ダフォルネの主要著書である「商人の 
鏡」を取り上げ、それが具体的な取引事例を用いた解説書であることからそこでの記述形式に基
づいて、当該著作物における特質の指摘から初期の簿記論の在りようを考究している。ダフォル
ネは、勘定を、「固有の勘定」、「代理業の勘定」、「組合の勘定」に分類しているところから、本
章では先ず「固有の勘定」を対象として、日記帳、仕訳帳、元帳を主要簿とする複式簿記システ
ムが展開されていること、決算のタイミングが明示されていること、記帳の正確性の検証のため
に２種の試算表の必要性が重視されていること、そして現在の財務諸表に通じる「真の残高」の
作成が提示されていることが明らかにされている。 
「第２章 ダフォルネにおける複式簿記の実践」では、第１章での「固有の勘定」の検討に続 
き、「代理業の勘定」と「組合の勘定」が検討されている。具体的には「代理業の勘定」に関し
ては委託販売・受託販売の例として、また、「組合の勘定」に関しては組合が行う諸取引を例と
して検討が行われる。前者においては取引当事者の債権・債務の厳格な管理が重視されているこ
と、後者においては取引結果における持分の分配に関する記帳が明確化されていることが明らか
にされるとともに、ダフォルネによる著作物のなかでの取引事例として、アムステルダムの商人
が行った記帳が多く示されていること等から大陸系の複式簿記の摂取が試みられていること、そ
うした内容を有するダフォルネの著作がその後に版を重ねイギリスにおける簿記の実務的指針と
して大きな影響を及ぼしたことが指摘される。 
「第３章 コリンズにおける複式簿記」では、解説書としての性格が強いコリンズの著書に 
示されている多くの事例についての詳細な検討がなされている。コリンズによって提示された５
つの論点のうち、簿記の帳簿体系と関係の深い４つの問題を取り上げ、そこに示された記帳事例
を通して当時の複式簿記の帳簿体系の特殊性を検討するとともに、前章で検討したダフォルネの
著作との関係性が明らかにされている。すなわち、コリンズの著作はダフォルネのそれの付録と
いう位置づけになるということである。ダフォルネの著作では、委託・受託販売取引および組合
を結成して取引を行う商人を対象とした記帳事例等の解説が行われている一方で、コリンズの著
作では、ある事業を専業とする人物を対象とした記帳事例の解説が行われているからである。使
用されている帳簿種類や決算手続きの記帳の流れ等、類似する点が多いことが指摘されるが、こ
こに特筆すべき点として、元帳における新しい勘定への記帳が仕訳帳を経ずになされるという特
殊な記述が見受けられ、これがその後の記帳の簡略化への萌芽であることが指摘される。 
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「第４章 リゼットにおける複式簿記」では、第１章で取り上げたダフォルネの著作と第２章 
で取り上げたコリンズの著作がその後合冊出版された際に併せて掲載されたリゼットの複式簿記
論が検討されるが、ここにリゼットの著作に見受けられる特徴は、記帳の簡略化に尽きる点が指
摘される。ダフォルネ、コリンズがイタリア式の帳簿形式を前提としながらも、日記帳、仕訳
帳、元帳を主要簿として取引の時系列記録と勘定ごとの管理記録を重視していたこととは異な
り、それら記録を元帳に包含しようという試みが当時において革新的であったと位置付けられ
る。またリゼットの貢献としては、記帳の簡略化への試みのみならず、継続事業を前提とした記
帳システムが提示されていることであり、その後の継続企業を前提とする記録システムの基底が
見受けられることが明らかにされている。 
「第５章 コリンズにおける簡便簿記」では、リゼットの著作で提起された記帳の簡略化の試 
みを受けて出版された改定版における展開が検討されている。そこでは主要簿が簡略化されたか
たちで帳簿体系が展開されていることと、記帳対象の拡大化がはかられていることが指摘される
とともに、記帳の簡略化の試みと「複式」という構造との関係性は別問題であり、複式簿記の貸
借平均原理を基礎とする「複式」記入構造はある意味で普遍性をもつことが指摘されるのであ
る。 
「第６章 モンテージにおける複式簿記の基礎」以降は３章をあててモンテージの著作が検討
さ 
れている。前章までに、１７世紀イギリスにおける簿記の展開は、大陸系の取引事例を参照に 
しながらイタリア簿記の移植を試みていること、そこでの帳簿種類、帳簿体系は基本的に維持し
ながらも記帳の簡略化が試みられていること、記帳対象である取引内容の拡大が試みられている
ことが指摘された。モンテージは、これら２点を強く推し進める試みをその著作において行った
人物として捉えられている。そして、本章では先ずモンテージが想定した複式簿記の全体的構造
について検討がなされている。続く「第７章 モンテージにおける複式簿記の実践（１）」で
は、モンテージが多様な身分、多様な立場、多様な取引形態に対しても複式簿記による記帳が可
能であることを示すべく、ダフォルネによって提示された勘定分類を精緻化していることが明ら
かにされている。ここに、商人を主たる対象として展開されてきた複式簿記の、現在で言うとこ
ろの様々な業種・業態への適用可能性が見出されるのである。そして第７章に続く「第８章 モ
ンテージにおける複式簿記の実践（２）」では、商人以外の記帳例として示されている複式簿記
構造の検討がなされ、実践可能性が強く意識された簿記論の展開であることが指摘される。 
 ダフォルネからモンテージに至る一連の著作は、理論的な考察よりも簿記の技術的な簡略化や
実践可能性を主眼に置いた実務書的な性質が強かったのであるが、続く２章においては理論的側
面を重視したハットンに焦点があてられる。 
「第９章 E .ハットンにおける複式簿記の基礎」では、ハットンによる複式簿記論の体系が 
検討され、用語としての勘定および帳簿の定義の明示と通して記帳原則が論理的に考察されてい
ることが明らかにされる。そこでの特徴は、原初記録たる仕訳帳記入よりも元帳における勘定口
座記入原則が重視されていることである。決算の基礎資料を元帳のみとすることは、記帳の簡略
化という視点からは抵抗なく受け入れられるところではあるが、それが帳簿の定義に関連させて
理論的帰結として展開されたことは簿記論の深化として評価されるところである。そして続く
「第 10章 E .ハットンにおける複式簿記の実践」では、事例としては少ないもののハットンが
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示した取引記録の意義が前章の理論的側面から検討される。 
 「結章」では、各章の要約をとおして、１７世紀イギリス簿記史としては、大陸系簿記を摂取
し、それを自国内で簡便化、簡略化することを試み、そして自国内の多様な領域への適用可能性
を試みるという流れが実践的および理論的に展開されたことが明示される。 
５ 論文の特質 
 記帳技術のデジタル化が進み、原初記録である仕訳帳仕訳から決算手続きを経て財務諸表を作
成するまでの一連の有機的手続きが瞬時に行われる時代となり、会計処理ソフトや ERP（Enter- 
prise Resources Planning）ソフトの活用によって日次で連結財務諸表が作成される状況にあっ
ても、記帳技術としての複式簿記が、そしてその基底をなす貸借複式記録形式が、会計情報の構
造的基礎をなすことに変化はない。 
 そもそも同氏は、簿記教育における商品売買処理の仕訳処理の教育法、すなわち、分記法から
総記法へ、総記法から３分法へ、その延長にある５分法、７分法へと導く説明が歴史的経緯とし
て示されていることに疑問をもったことから、経営学研究科博士前期課程在籍時には商品勘定の
分割に関する実務的経緯および理論的展開を考究し、そこに教育的配慮が優先することによる歴
史的視点の不安定さが存していることを明確にした。また、一方で決算処理の説明における大陸
法と英米法の記帳方法についても、ストック勘定とフロー勘定との関係や転記を経ない帳簿締切
方法に裏付けのある説明がなされているか否かに疑問をもって研究を続けてきた。 
 こうした姿勢からも本論文における特質として、次の２点を指摘することができよう。 
 先ず、複式簿記の普及にあたってわが国に影響を与えたアメリカの複式簿記、そのアメリカの 
複式簿記に影響を与えたイギリスの複式簿記という、英米系の複式簿記の史的研究において先行
研究の希薄な時代を明確にしたうえで、丁寧な資料収集と緻密な訳出によって当該時代の背景を
踏まえたうえでどのような展開があったかが明確にされたことである。 
 次に、その検討のなかで、今日に関係する転換点、すなわち今日の記帳の合理化、帳簿組織の
体系化に繋がるところの記帳の簡便化・簡略化が試みられていたこと、今日の期間をまたぐ決算
手続き（決算整理手続き）に繋がるところの継続事業を対象とした帳簿締切と繰越記録が試みら
れていたこと、そして、今日の銀行簿記や農業簿記に繋がる、多様な業態への展開可能性が試み
られていたことが明らかにされたことである。 
 
６ 論文の評価 
 1494年イタリアにおいてルカ・パチオリ（Fra Luca Bartolomeo de Pacioli）によって著さ
れた「算術・幾何・比及び比例全書（通称：スムマ）」（Summa de Arithmetica, Geometria, 
Proportioni et Proportionalita）において、歴史上初めて複式簿記が学術的に説明されたとさ
れて以来、簿記の通史研究には区区のアプローチおよびそれらに基づく区区の成果が存する。 
そのようななか、わが国に影響を及ぼした英米簿記の史的展開において代表的著作物の内容の
解釈、簿記史的な意義についての研究が希薄である時代に焦点をあて、詳細な分析を行った本論
文の学術的評価は高いものと思料するところである。 
 一方で、対象とした時代区分以降との関係については、その影響という視点からの解釈はなさ
れているものの、それ以前の諸文献、実務との関係性との考察が深められていないこと、および 
資料収集は極めて困難であろうところではあるが、実際の商人、組合ないしは諸業種において、 
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本論文で対象とした著作群がいかなる影響を与え、そして同氏の時代設定区分のもとでどのよう
に複式簿記が実務的に変化したのか（もしくはしなかったのか）に関しての考究に関しては、 
今度の研究に期待されるところである。 
 複式簿記は会計行為のなかでは形式的行為として位置付けられるものであるが、形式的行為に
は最終的に会計報告、すなわち財務諸表の作成・開示という領域がある。同氏の研究においては 
この最終的な情報開示側面にも期待されるところがある。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は、経営学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり、
本学学位規程の手続きに従い審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので、博士
（経営学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以 上 
